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本日の報告内容と議題 

Ⅰ．計画面積の経緯報告 
  
 ・付帯機能面積について 
  
Ⅱ．概算事業費について 
  
Ⅲ．議場の多目的利用について 
  
 ・多目的利用事例紹介 



Ⅰ．計画面積の経緯 

プロポーザル以降、事務局から計画面積などについて指示を受ける。 
 
 基本計画Ｐ１９～２２に記載の庁舎面積についての基本設計段階での精査の必要性において、将来推計
による人口増加による職員増加や行政需要の増加、地方分権の流れに伴う国、県からの業務権限の移譲
の可能性（現在確定しているもので、Ｈ26年特定行政庁への移行（建築許可申請業務）も想定しなければ
ならない）基本計画想定の約1割増の約19,500㎡にて計画を進める指示を受ける。 
 現在、多目的ホールと呼んでいる建物は、主に検診会場での利用を想定し、土日利用が多いことや利用
形態が特殊であることから、別棟にて計画するよう指示を受ける。 
 
 概算事業策定時に、当初想定事業費を大幅に上回る見込みにより、市庁舎最北側スパンを変更し、面
積削減を図るよう指示を受ける。 



付帯機能面積について 



付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 

会議室 

（市民利用可能） 

コンビニ 

市民ロビー 

エントランスホール 

市民協働スペース 

GF 付帯機能面積エリア 
約1,090㎡ 

中央監視室 

情報公開 

コーナー 



展示・多目的 

スペース 

会議室 

（市民利用可能） 

市民レストラン 
市民ロビー 

相談室 

授乳室 

１F 付帯機能面積エリア 
約983㎡ 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



会議室 

（市民利用可能） 

相談室 

市民ロビー 

相談室 

授乳室 

２F 付帯機能面積エリア 
約125㎡ 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



災害対策本部 

災害対策本部 

会議室 

3F 付帯機能面積エリア 
約382㎡ 

サーバー室 

電算室 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



相談室 

4F 付帯機能面積エリア 
約41㎡ 

相談室等 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



災害時仮眠室 

（休憩室） 

５F 付帯機能面積エリア 
約169㎡ 

備蓄倉庫 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



展望ギャラリー等 

６F 付帯機能面積エリア 
約233㎡ 

付帯機能面積エリア（第4回検討委員会） 



Ⅱ．概算事業費について 

概算事業費増加の要因の種別 
 
Ａ：基本設計検討開始後の新たな条件 
  面積増加（400㎡）、液状化対策、法面改修等、 
 
Ｂ：基本計画での事業費外の項目による増加 
  土木作業員詰所の建設、ＬＡＮ工事、集密書架、防災無線塔等 
 
Ｃ：市庁舎の機能充実 
  ＬＥＤの使用範囲の拡大、雨水貯留槽の容量拡大、 
  防火水槽の増設等 
 



Ⅱ．概算事業費について 



フラット床と段床の比較 

Ⅲ．議場の多目的利用事例紹介 



Ⅲ．議場の多目的利用事例紹介 

【開放事例１】市民の方を対象としたコンサートを開催した事例 



議場の多目的利用事例紹介 

【開放事例２】講演会で市民開放した事例 



議場の多目的利用事例紹介 

【開放事例３】こども議会として利用された事例 



その他 多目的利用事例紹介 



フラット床議場のデメリット 

・議場家具の収納スペースが大きくなる。 
家具収納が 

約80㎡必要 



フラット床議場のデメリット 

・議場家具の収納スペースが大きくなる。 

・千代田区役所 事例 



部門別面積検証（事務室） 



その他 多目的利用事例紹介 

【開放事例】議場を利用したパネル展示を開催している事例 



議場形式の比較 



半固定式議場の検討 
（多目的利用、将来改修対応） 



半固定式議場の検討（コスト） 

可動（高い）⇒固定（安い） 


